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「中東の石油危機と

ドLt欧のエネルギ、一供給J

I-I;、，midLulicll, .¥liddfr Iシ1stOil Cri、ν、and¥Vミ＇S ;~ 

五 ter11E制 ・uI’e's！己11ergyぷupp!il's, Bait imorc, The ii 
ii Johns Hopkins Press, 1%3, xx十2:l3p. :i 

1956年から57年にかけてのスエズ紛争は，いろいろな

苫l去で州似tLJ！司に）J； ~Y.手をりえたが、と〈にエ「，，ギー資

源としての石川lにつνてその大栄を中東からの輸入に依

1下しい、る内ヨーロソパi；初1:1の安ノたl;l:草野i主主IIJiJしれな

ヤものがあ，＇た。スエズ運河の閉鎖期間 rj1, l河台一口、、ノ

パ諸1:q＇－の！ネノレ，・－源 cl）安定供給を依｛来す心，二め， 7 

メリ I;才は Mi《ldlιEastErner伴 i刊 yC，川 1mitteeが，／tit,'

され，またイギリスにはりiiErner日ency(London) A《1・

¥'isory Com川；tteeボ設置三れるなど，］！LiffltJ誌 iqでitlEI 

際石油会社を中心として緊急対策が購ぜられ，主として

中東産原油れよrーイ｜υl航と L、う緊急タ J 力一商品iりあら

いは西半球とくにベネズエラにおける問桧能力（shut-in

οapa仁川ナ）♂）緊急隊働など生産力の増大によ lj，かλう

じてこの緊急事態を切り抜けることができたのである。

こりした県斗事態J立，治 l にjl_iq ，エド•！ギー；／；，要が II

ざましヤ伸びを示しているにもかかわらず，ほ坐ん坐＇： l 守

油資iU：，を持心

と政：科的不号きt巨とをその特徴とする中策諸国t土宅世界平？

油埋蔵量の大手が偏在している二と，などの事情から生

じたと L、え上ヲ。今後かかイ〉中長石油川川、・； －／を1.tこ

らすような危機の影響度は，最近の北アフリカの石油開

発左、世界 -'.J；.，， カー！｜丁場の供給過剰j傾向たどかんみて‘

かなり減ってはいるものの，西欧の石油供給に重大な影

響を怜；ます＇ J；態が1%0年代lこ中東に再1亡Lないという保

証はまったく存在しなレのである。

にイかか 1わらず‘ j克在内ド士のれilllのψ：：立供おに閉すヨ

関心の欠如が〈つの仮説から生まれている。（1)<1I東諸国

の政，fi的協，；f/,J:iありえないこと、（ゴ）産i1l1,;r,同itu1(/f1(1ザH

Iれからの江戸手停止に上り石油収入か失うのをし、τぎよし

とせんらであんうこと，（3);, Lズ紛争のi弘と J,i]hl<，緊急•if

態の場合べ才ス7エ勺とアメリカが西半球のおl1t.・用だザろ

であろうこと，の三つである。しかしながらこうしたO正

説は照ったヒり大ぎなリミケを伴 ho 的 iにjllアラ l;'fil
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効（二f・fゴノレtl'J守あ全土否とにかかj必ずjの成。＇Jlr、かん

は，クエートのように従来安全とみられてきた地域に

】いても一つの脅威となるミと，第2に政治的紛糾の際

L、ずれの中東i寝泊11qにつL、ても子'i'J!H的主主i斉行動（econ，ト

mically rational behavior）を期待しえないこと，：fi:lに

現在.ts上び将来のL、かなるベネて＿T.ラ政情も，ヘネス工

サ原油の緊急利用につし、ては従来よりもより reluctant

であろ勺というこ E，などであるっ

こうした基本的見解をもっ著者リューペルは，もし西

欧の工－；，－.. Jレギー供給の維持が重要な政策111察のーっとし

て受けいれられるとすれば，将来ふたたひ・起こるかもし

れなL·'I•東の石油危機とそれに関連すど〉諸問題を検討す

べき必要悪性があろうとし，本書をまとめたのである。な

おこの研究はアメリカの RANDCorporationの研究7円

ログラムの一環としてなされたものでもある。

II 

さて本書の内容についてであるが，全体は3部6章に

泣かれ丈いるu 第 1郊では士ず第 l：，きにおいて， 1950{Jc

代に起こったこつの危機すなわちイラン石油国有化事件

とスェガ紛争の経過概要が記され，それに対応してな主

れた石油の生産・輸送などの動きについて詳細な数字が

挙げc，れてνる。 fランi斗台化事件の場合， イランの原

油生産・精製加工高はそれぞれ対前年比96%および95日心

減と L う著い、低務乞示したが，こうした下構分は主と

して近隣中東産油諮問での緊急照応と丙半球かんの晋己l去

の若干ー増でカパーしえた。一方スエズ紛争の際は，スエ

ズ運河の閉鎖と IPCパイフラfシの爆破iこより，その

ストップ期間はイラン固有化の時よりずっと短かったに

もかかわらず、その影響すると二九大であったt すたわ

ち1955年の西欧への原油輸入額の89%は中東生産に依存

してγぐこのが，翌，rーのスヱガ紛争はヨーロァパ＼の石油

の直接流入分の 3分の 2をカットする効果をもったから

であるハかかる不足分は，主として西、i三球かC》の緊怠/1¥

荷士将（石油の矯産とストッケのくいつぶし）と，タンカ

ーの111：界的民慌の一内編成とで捕われた（ケン力ーがケー

プ，，，］りでピストン輸送を試みたのは周知のとおり）η 士

のような緊，，＇.；，（対策によりけ凶 i攻以内11・精製品11＇，前総 a結；上

閉鎖期間中平均で約%下が》た程！をで〈い.!l二めろこそが

できた，その意味では当初fι倶，＇：： れてし、fこよりもスヱズ

紛争の影響皮は比較的小きかった正いえ上うが，それは

冬期なるがゆえにガソリン需要が低かったことなどの事

情も幸いしていたといえよろの
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れば噌 i L F了てj主iii］と l111・. Tベド 1,1,j工＇ f v がrrJXl'tコ
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以上が本汗の概要であるが，筈1号のねFパ、が、西欧へ

♂ls，＇•＇（.八寸一一供給の安定という問題に Jル、て走外に楽観

i'I'J J、 ににあるjl4f削減i可にえ｝する笹f与にあるこ E‘すで

に1111＇＇カイ Lどおりであイp そLてその事寄託 ιlji_tよる論及

':: l.とではな〈、！ti七（（Jか／），：，片品lh数字にfi¥;"l＼、てJ；み

たJ：しい.j:}f：の4守f敦子あんう｛ t.， なみに appendix!:: L ・c 

.{{ii｝にft, (11補足凶'1乙（己）代替供給減べのケンカ一再配

始、｛山，141伐のゴネル干ーおよび石油需要の［＇｝.］；， (projec-

tion川、 i1) 行許11稲江人の11],D主利用i主；こ kるけ商ilk帯主s斉コス

ト火時（線引ヅログラミンゲ111算）などが付せんれてお

け、本，f;:cn基iiltiヂータ EtなJ Jごい三3

!: t'T',J@i t・ ＜手スヱヲの態度である！つまりヘネスヱ

うの態！む、 IJ•I，ノに t り '1' 4｛石油fC｛機に｝.J処す，；，き緊急供

給1,.p在約riI己が大竺く J,A,~h ノ主力。，·.，ぞある この／；、に

• J＇，、ごパ託行十、， ＇←ド，，・ －仁ご）｝尽許flカ＇：，11:Jfととも｝可似t¥c'）匂j;; 

1 I .'・ ！ょく＇＼ .1.、う ｛ri,J~; t :\'i者見（Y.Jt~ .'.: Lて，，、，与が， 寸｝のノ、下

九二1凡tq1,,kけi’urt，沼P4とと iiiこ｛iJII輸出向機f詫（OPEC、）

；；にiI !YI凶if「J1/qヤ川、｛ハ「年＼f；，能んか lJ'i・'.,'lソ庁りノト f亡 Ji／）：；ザ） . }jザパこなL、iーとtιJ，ており，その点丙似iに土

11 I .l :, 'W<: '' J・.tt :t ＇；：， ートが ζトノドl.h¥ 寸・ぎ り主主見付手＇＼ ('( tJ.,7，う いずれにして t1ii¥t1の安定供給

，：、 'i'11'イ｛ィ；1(1危険に）： <,'111f1ti>i';'h，~＇レ’／J ：土 iJL( 、 !'c昧〆ハ問打、 ¥, I,、う派閥には幾多の問題点
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